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大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
と

13
人
」
の
主
人
公
北
条
義
時

公
ゆ
か
り
の
鷲
峰
山
真
言
院

覚
園
寺
さ
ま
を
訪
ね
ま
し

た
。
光
栄
に
も
ご
住
職
自
ら

の
ご
案
内
。
入
山
し
た
瞬

間
、
体
が
清
ら
か
さ
に
包
ま

れ
る
よ
う
な
感
覚
。
緑
豊
か

で
雄
大
で
落
着
い
た
伽
藍
に

心
和
み
ま
す
。
歩
を
進
め
い

よ
い
よ
本
堂
、
薬
師
堂
へ
。

「
わ
ぁ
ー
っ
」
と
声
が
出
て

し
ま
う
か
の
よ
う
な
存
在
感

の
あ
る
薬
師
三
尊
仏
。
自
然

に
手
が
合
わ
さ
り
ま
す
。

　
北
条
義
時
が
開
い
た
大
倉

薬
師
堂
に
は
じ
ま
り
、
幾
星

霜
を
経
て
覚
園
寺
薬
師
三
尊

仏
は
今
な
お
疫
病
や
災
難
か

ら
人
々
を
救
っ
て
こ
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
中
尊
、薬
師
如
来
坐
像
は
、

み
ひ
ら
き
の
つ
よ
い
眼
、
ふ

く
よ
か
な
お
顔
。
ま
た
手
を

定
印
に
結
び
そ
こ
に
薬
壺
が

置
か
れ
て
い
る
薬
師
仏
は
と

て
も
珍
し
い
そ
う
で
す
。
そ

し
て
脇
侍
に
日
光
・
月
光
菩

薩
が
軽
妙
な
お
姿
で
お
付
き

に
な
り
、
日
夜
導
い
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
お
参
り
し
て
、
ふ
と
、
ど

こ
か
で
お
会
い
し
た
か
の
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ

う
で
す
。
筆
者
が
お
世
話
に

な
っ
た
建
長
寺
の
丈
六
の
地

蔵
尊
と
雰
囲
気
が
似
て
い
る

の
で
す
。
法
衣
を
垂
下
し
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
は

中
国
宋
代
を
思
わ
せ
、
特
に

台
座
や
そ
の
蓮
弁
な
ど
は
建

長
寺
の
も
の
と
そ
っ
く
り
で

す
。（
自
分
で
は
大
き
な
発

見
で
し
た
が
、
当
時
の
鎌
倉

地
方
の
作
風
と
し
て
有
名
と

い
う
）

　
様
々
な
伝
説
に
満
ち
溢
れ

る
覚
園
寺
。
古
き
を
守
り
、

そ
し
て
今
の
時
代
に
添
い
、

親
し
く
参
拝
者
に
声
を
か
け

案
内
さ
れ
る
若
き
住
職
の
情

熱
に
感
謝
。
静
寂
の
大
伽
藍

は
ま
さ
に
、「
別
天
地
、
覚

園
寺
」。
古
刹
は
春
風
で
満

ち
て
い
ま
し
た
。

　
薬
師
如
来
、
日
光
・
月
光

菩
薩
坐
像
と
も
に
木
造
、
寄

木
造
、
玉
眼
、
彩
色
。
像
高

〈
薬
師
〉
１
８
１
・
３
㎝
、

〈
日
光
〉
１
４
９
・
４
㎝
、

〈
月
光
〉
１
５
０
・
０
㎝
。

鎌
倉
～
室
町
時
代
。
重
文
。

覚
園
寺
・
薬
師
如
来
三
尊
坐
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（119)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

日
間
、
鎌
倉
駅
東
口
駅
前
に

立
ち
、
募
金
活
動
を
行
っ
た

＝
写
真
下
。
寄
付
を
含
む

30
万
円
を
22
日
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
大
使
館
に
送
金
し
た
。
進

藤
会
長（
74
）は「
我
々
が（
街

頭
に
）
立
つ
こ
と
で
役
に
た

て
れ
ば
」
と
呼
び
か
け
に
力

を
込
め
て
い
た
。

　
ロ
シ
ア
政
府
の
侵
攻
に
よ

り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
危
機
に
瀕

し
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
、

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
佐
藤

美
智
子
会
長
）
が
緊
急
支

援
の
募
金
活
動
を
３
月
10
・

11
・
12
の
３
日
間
、
鎌
倉
駅

東
口
周
辺
で
行
っ
た
＝
写
真

上
。
52
万
３
５
９
３
円
の
募

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
や
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪

化
な
ど
、
社
会
情
勢

が
非
常
に
緊
迫
し
た

大
変
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま

す
▼
「
マ
ス
ク
不
要
な
平
穏

な
日
々
を
…
」
と
、
願
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ス
で

は
心
身
共
に
疲
弊
し
て
心
を

閉
ざ
し
て
し
ま
う
よ
う
な
非

日
常
が
次
々
と
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
▼
暖
か
く
な
り
、
お

花
見
な
ど
を
含
め
た
歓
送
迎

会
な
ど
が
楽
し
め
る
季
節
に

な
っ
て
き
た
の
に
、
そ
の
よ

う
な
光
景
が
懐
か
し
く
さ
え

感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
▼
そ
し

て
、
２
０
２
２
年
「
鎌
倉
花

火
大
会
」
も
中
止
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
中
止
は
３
年
連

続
で
す
。
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
も
苦
渋
の
決
断

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
▼
世
界

中
に
響
き
渡
る
く
ら
い
、
ド

ド
ー
ン
と
大
き
い
花
火
の
よ

う
な
、
超
特
大
の
明
る
い
話

題
を
欲
し
て
い
ま
す
。（
Ｎ
）

　
▼
若
宮
例
祭
　
３
日
10

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
釈
迦
如
来
立
像
開
扉
　

７
・
８
・
９
日
極
楽
寺
。
お
堂

の
外
か
ら
参
拝
の
み
。

　
▼
灌
仏
会
（
花
祭
り
）

８
日
各
寺
院
。

　
▼
忍
性
塔
公
開
　
８
日
10

～
16
時
、
極
楽
寺
。

　
▼
丸
山
稲
荷
社
例
祭
　
９

日
10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
旗
上
弁
財
天
社
例
祭
　

10
日
11
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
銭
洗
弁
財
天
宇
賀
福
神

社
例
大
祭
　
10
日
11
時
。

　
▼
初
巳
例
大
祭
　
10
日
11

時
、
江
島
神
社
。

　
▼
源
頼
朝
公
墓
前
祭
　
13

日
10
時
半
、
頼
朝
の
墓
。

　
▼
鎖
大
師
正
御
影
供
　
16

日
青
蓮
寺
。

　
▼
武
内
社
例
祭
　
21
日
10

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
昭
和
祭
　
29
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
義
経
ま
つ
り
16
日
満
福

寺
。
関
係
者
で
法
要
の
み
。 4月

市
民
団
体
が
募
金
活
動

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
」

　
鎌
倉
市
が
、
子
ど
も
た
ち

が
日
本
の
伝
統
文
化
の
能
に

接
す
る
機
会
を
提
供
し
よ
う

と
行
っ
て
い
る
「
鎌
倉
こ
ど

も
能
」
の
発
表
会
が
３
月
12

日
、
鎌
倉
能
舞
台
（
鎌
倉
市

長
谷
）で
行
わ
れ
た
＝
写
真
。

　
第
32
回
鎌
倉
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
の
準
決
勝
、
決
勝
戦
が
２

月
11
日
、
笛
田
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　
鎌
倉
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
箱
山
直
樹
会
長
・
会
員
81
人
）

の
主
催
で
、
市
内
12
の
小
学

生
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
決

勝
戦
は
Ｆ
Ｃ
小
坂
と
湘
南
ル

鎌
倉
こ
ど
も
能

17
人
が
成
果
披
露

金
（
寄
付
含
む
）
が
集
ま
り

15
日
、
国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
、
日
本

ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
緊
急
募
金
に
送
っ

た
。

　
鎌
倉
手
作
り
甲
冑
と
ん
ぼ

の
会
（
進
藤
延
二
会
長
）
は

小
学
生
を
含
む
会
員
た
ち
が

甲
冑
姿
で
３
月
12
・
21
の
２

　
２
０
１
８
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
て
、
参
加
者
は
市

内
在
住
、
在
学
の
小
学
４
年

生
か
ら
中
学
生
ま
で
。
３
回

目
の
今
回
は
17
人
が
参
加

し
、
７
月
か
ら
能
楽
師
中
森

貫
太
さ
ん
ら
の
指
導
で
稽
古

を
重
ね
、
本
番
は
本
物
の
装

束
、
舞
台
で
成
果
を
披
露
。

　
演
目
は「
土
蜘
蛛
」。
頼
光

役
で
美
声
を
響
か
せ
た
手
島

福
太
郎
く
ん（
小
学
４
年
）

は
「
結
構
う
ま
く
で
き
た
」、

僧
役
の
松
本
旭
生
く
ん
（
小

学
６
年
）
は
「
緊
張
し
て
セ

リ
フ
が
早
く
な
っ
た
。
せ
り

ふ
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し

か
っ
た
」、
土
蜘
蛛
の
精
を

演
じ
た
水
本
あ
や
芽
さ
ん

（
中
学
３
年
）
は
「
か
つ
ら

が
重
か
っ
た
け
ど
、
糸
を
と

ば
す
の
も
う
ま
く
で
き
た
」

と
充
実
し
た
表
情
で
こ
の
事

業
の
継
続
を
願
っ
て
い
た
。

Ｆ
Ｃ
小
坂
が
優
勝

少
年
サ
ッ
カ
ー
Ｒ
Ｃ
杯

ベ
ン
ト
が
対
戦
し
、
Ｐ
Ｋ
戦

で
小
坂
が
ゴ
ー
ル
を
決
め

た
。「
優
勝
で
き
た
の
は
初

め
て
」
と
選
手
た
ち
の
喜
び

は
ひ
と
き
わ
だ
っ
た
。

　
閉
会
式
で
同
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
、
３
位
の
お
な

り
レ
パ
ー
ズ
、
関
谷
Ｓ
Ｃ
、

２
位
の
湘
南
ル
ベ
ン
ト
、
１

位
の
Ｆ
Ｃ
小
坂
の
選
手
た
ち

に
銅
、銀
、金
の
メ
ダ
ル
が
授

与
さ
れ
、
小
坂
に
は
優
勝
カ

ッ
プ
も
手
渡
さ
れ
た
。
同
会

か
ら
全
チ
ー
ム
に
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
の
寄
贈
も
あ
っ
た
。

鎌
倉
芸
術
館
が

再
ス
タ
ー
ト

　
鎌
倉
芸
術
館
は
市
内
で
は

最
大
規
模
の
文
化
施
設
と
し

て
１
９
９
３
年
（
平
成
５
）

の
開
館
以
来
、
芸
術
文
化
の

振
興
に
貢
献
し
、
芸
術
を
愛

す
る
多
く
の
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。
２
０
０
６
年
度

か
ら
指
定
管
理
制
度
が
導
入

さ
れ
、
１
７
年
か
ら
「
サ
ン

ト
リ
ー
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
」
が

運
営
を
担
っ
て
き
た
。

　
４
月
１
日
か
ら
鎌
倉
文
学

館
、
鏑
木
清
方
記
念
美
術
館

を
運
営
し
て
い
る
（
公
財
）

鎌
倉
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
実
績
か
ら
市
内
の

芸
術
家
、
市
民
と
の
相
互
連

携
が
さ
ら
に
向
上
す
る
と
思

わ
れ
期
待
し
た
い
。（
２
面

「
ひ
と
」
に
関
連
記
事
）


